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青森市浪岡大字北中野字天王２７番地７

令和4年度「青森市浪岡北中野公民館」に係るモニタリング評価結果（第２回）

　青森市浪岡北中野公民館については、青森市浪岡北中野公民館管理運営協議会が指定管理者と
して施設の管理運営を行っています。
　指定管理者からのヒアリング内容及び実地調査等に基づき、指定管理者による施設の管理運営
状況について確認し、下記のとおり評価しました。

評価実施日　　令和４年１２月８日

青森市浪岡北中野公民館

　学術及び文化に関する各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増
進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的
に設置します。

【名　称】青森市浪岡北中野公民館管理運営協議会
【代表者】会　 長　長谷川　あつ
【住　所】青森市浪岡大字北中野字村元４７番地２

平成３０年４月１日　から　令和５年３月３１日　まで（５年間）

評価結果
実施内容評価項目

　チラシの配布、公民館だよりの定期的な発行（年３～４回を予
定）、地域の防災無線等を利用し、事業ＰＲに努めている。
　今年度は新たに国際交流・異文化講座や、秋の野の花の生け花講座
を計画し、実施している。

　利用者の意見を反映した施設運営、事業展開に努めている。また、
苦情が寄せられた場合は、職員全員で対応することとしているほか、
その内容と回答を掲示して利用者にも周知する体制を整えている。

　アンケート箱を設置し、利用者の要望、意見の把握に努めているほ
か、講座終了時にアンケートを実施し、その内容を次回の講座に反映
させている。

来館者増加のためのＰＲ及び住民
ニーズや社会要請を考慮した新たな
事業が計画できるか。

利用者に対するサービス向上は見込まれ
るか。
苦情処理の体制は整えられているか。

利用者の要望、意見を把握し、運営
に反映しているか。

管理について

運営について

省エネに努めているか。

　個人情報が記載された文書の廃棄は、シュレッダーを使用してい
る。簿冊等は、施錠できるキャビネットに保管し、事務室を空ける時
は事務室のドアも必ず施錠している。
　また、講座の参加者等が目にする資料や受付名簿には、氏名以外の
個人情報（住所、電話番号）を記載しないことをルール化して個人情
報の保護に努めている。

　年度当初に再委託の承認を受けている保守点検業務を順次計画的か
つ適切に実施している。

　社会教育に関するスキルアップ研修に職員が積極的に参加してい
る。

　管理責任者１名、業務員２名が管理運営に従事しており、仕様書ど
おり適正な配置となっている。

個人情報保護について、職員への周
知方法及び具体的な保護策が講じら
れているか。

防犯、防災、緊急時の対応に的確な
対応が可能であるか。事故防止に向
けて取り組んでいるか。

管理保守点検業務が適切に行われて
いるか。

職員の研修計画が適切であるか。

職員等が適正な配置となっている
か。

　防災マニュアル等を整備しており、緊急連絡網を事務室内に貼り出
し、緊急時に対応できるようにしている。防災訓練は、1回目は8月
に実施しており、2回目は来年1～2月に予定し防犯教育にも力を入れ
ている。
　また、現金等は施錠できるキャビネットに置いた金庫に保管し、事
故防止に努めている。

　部屋の使用が重複する際には、利用人数等に合わせた使用をお願い
して、調整している。
　障がい者等への対応については、必要に応じて職員が介助すること
としている。

市民の平等利用が確保されているか。
障がい者等への対応は十分に行われてい
るか。

　冷暖房のこまめな調整等自ら節電に努めるとともに、館内を定期的
に巡回しているほか、スイッチの横に「節電」の貼り紙をし、利用者
に協力をお願いする等仕様書どおり適切に行われている。
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【担当課】青森市教育委員会事務局　浪岡教育課　社会教育チーム
【電　話】０１７２－６２－３００４（直通）
【メール】n-kyouiku@city.aomori.aomori.jp

【総合評価】

　施設の管理運営状況については、仕様書どおり行われており、適正である。
　事業については、地域の意見・要望を反映させた形で講座を計画しており、積極的に新規事業を実施する体制が
整っている。
　ＰＲ方法として、チラシの回覧板利用のほか、ポスター掲示や地域の防災無線を利用して幅広い広報活動を行って
いる。公民館だよりも定期的に発行するように努めている。

【改善が必要な項目についての指導等及び改善策】
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